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我々は、次世代の Ｘ線天文衛星「FORCE」搭載に向けて、Ｘ線 SOI-CMOS ピクセル検出器「XRPIX」を
開発している。XRPIX は、 Silicon-on-Insulator (SOI) 技術を用いたセンサ ·読み出し回路一体型の検出器であ
り、厚い空乏層と高度な信号処理を両立している。XRPIX では、各ピクセルにコンパレータ回路を組み込むこ
とで、セルフトリガ機能を実装し、10 µsec 以下の時間分解能でＸ線がヒットしたピクセルのみを読み出す 「イ
ベント駆動方式」を実現する。XRPIXは、イベント駆動読み出し時に検出された粒子によるヒットパターンを
1）1 ピクセルのみヒット、2）同時に 2 ピクセル以上が連続でヒット、3）同時に 2 ピクセル以上が不連続でヒッ
ト、の３つの状態としてフラグを出力することできる。ヒットパターン処理機能は、FORCEにおけるデータ処
理で重要なものである。そこで、Ｘ線 ·β線源 等を使用し、線種によるパターン情報を解析することで、現在実
装しているピクセル周辺回路 (デジタル回路) の有用性を評価した。本講演では、XRPIX のイベント駆動読み出
しによるヒットパターン処理回路とその評価結果について報告する。


